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三
宅
小
学
校
、
三
宅
中
学
校
、
都
立
三
宅
高
校
の
入
学
式
が
４

月
９
日
に
行
わ
れ
、
３
校
合
わ
せ
て
27
人
の
新
入
生
が
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
式
で
は
各
学
校
の
校
長
先
生
が
、
そ
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
新
入
生
へ
の
熱
い
思
い
を
伝
え
た
。三宅中学校の入学式

　

平
成
30
年
４
月
９
日
（
月
）

に
、
三
宅
村
の
学
校
関
係
は
、

一
斉
に
入
学
式
を
行
っ
た
。

　

小
・
中
学
校
は
２
０
０
０

年
噴
火
前
の
３
校
体
制
か

ら
、
１
校
に
縮
小
統
合
さ
れ

て
か
ら
、
第
12
回
目
の
入
学

式
と
な
っ
た
。

　

三
宅
村
立
三
宅
小
学
校

（
校
長　

竪
山
浩
人
氏
）
は
、

午
前
９
時
開
式
、
三
宅
村
立

中
学
校
（
校
長　

阿
部
仁
明

氏
）
は
、
午
前
10
時
30
分
開

式
か
ら
、
続
い
て
都
立
三
宅

高

等

学

校

（
校
長　

中

間　

均
氏
）

は
第
70
回
入

学
式
を
午
後

１
時
30
分
に
開
式
、
教
育
委

員
会
、
村
長
、
村
議
会
関
係

者
な
ど
来
賓
者
に
と
っ
て
は

多
忙
な
一
日
と
な
っ
た
。
ふ

る
さ
と
ネ
ッ
ト
佐
藤
就
之
会

長
も
小
・
中
学
校
の
開
式
に

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
。

　

小
学
校
の
竪
山
校
長
先
生

は
、
入
学
児
に
、
明
日
か
ら

元
気
に
登
校
し
ま
し
ょ
う
と

優
し
く
語
り
か
け
、
中
学
校

の
阿
部
校
長
先
生
は
、
思
い

や
り
の
大
切
さ
を
強
調
さ

れ
、
教
育
活
動
に
対
す
る
地

域
の
協
力
を
求
め
た
。
ま
た
、

三
宅
高
校
の
中
間
校
長
先
生

は
、
高
校
の
教
育
目
標
の
努

力
・
信
頼
・
継
続
の
教
育
活

動
を
述
べ
、
更
に
、
島
外
の

生
徒
も
三
宅
高
校
を
選
択
肢

の
ひ
と
つ
に
加
え
て
み
て
下

さ
い
と
呼
び
か
け
た
。

　

平
成
30
年
度
の
児
童
・
生

徒
数
を
左
表
で
紹
介
す
る
。

　

櫻
田
村
長
は
、
３
月
８
、

９
日
の
第
１
回
村
議
会
定
例

会
に
於
い
て
平
成
30
年
度

「
施
政
方
針
」
を
提
案
し
た
。

　

第
一
に
あ
げ
た
の
は
、「
島

に
誇
り
と
愛
着
を
も
つ
人
づ

く
り
」
の
「
子
育
て
へ
の
支

援
」
。
み
や
け
保
育
園
の
増

改
築
な
ど
と
「
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
」
。
小
中
学
校
改

修
工
事
等
の
教
育
環
境
の
充

実
、
島
内
の
外
部
講
師
や
団

体
と
連
携
し
た
、
民
話
・
火

山
・
農
業
・
観
光
業
の
調
査

や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
、
伝

統
芸
能
の
継
承
活
動
な
ど
の

郷
土
学
習
の
実
施
。
島
を
誇

り
に
思
う
心
と
豊
か
な
人
格

の
形
成
。
外
国
人
補
助
教
師

の
派
遣
や
体
験
型
英
語
学
習

施
設
の
活
用
な
ど
を
通
じ

て
、
国
際
化
社
会
へ
の
対
応

を
高
め
る
な
ど
を
あ
げ
た
。

「
島
に
誇
り
と
愛
着
の
教
育
を
」

櫻
田
村
長
の
施
政
方
針

小中高 4月 9日に入学式

各校長 新入生にエールを

　次号の三宅島新報 70

号の発行は７月１日の

予定です。

　毎日新聞が、本紙前

号に掲載した国分さん

の、原発事故で福島県

の浪江町から避難し、

三宅島で働きながら大

学生と連携して「三宅

島多世代交流プロジェ

クト」の活動など紹介

した。

　この国分さんの寄稿

文を読み、毎日新聞の

記者が取材に三宅島を

訪れ、その記事が３月

11 日に大きく掲載され

た。事務局にも反響が

寄せられている。７月

号では、福島原発の実

情に関し、国分さんに

寄稿をお願いしている。

事務局便り小学校児童数
学年 男 女 計
１ ４ ６ １０
２ ５ １３ １８
３ ６ ５ １１
４ ６ ７ １３
５ ８ ２ １０
６ １２ ４ １６
計 ４１ ３７ ７８

中学校生徒数
学年 男 女 計
１ ３ ５ ８
２ ６ ２ ８
３ ６ ４ １０
計 １５ １１ ２６

高校生徒数
学年 男 女 計
１ ５ ４ ９
２ ４ ２ ６
３ ６ ６ １２
計 １５ １２ ２７
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三
宅
島
の
皆
様
、
こ
ん
に

ち
は
！

　

今
年
の
２
月
12
日
か
ら
２

泊
３
日
で
久
し
ぶ
り
に
三
宅

島
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
が
島
を
訪
問
し
て

い
た
の
は
、
帰
島
後
１
年
経

過
し
た
こ
ろ
で
す
が
、
島
の

方
々
に
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、

健
康
講
座
を
開
い
て
交
流
し

た
り
と
い
っ
た
活
動
を
約
４

年
間
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
日
本
大
震
災
が
発
生

後
は
、
し
ば
ら
く
足
が
遠
の

い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今

回
久
し
ぶ
り
に
来
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

の
三
宅
島
は
風
が
強
く
、
さ

す
が
三
宅
島
、
と
い
っ
た
天

候
で
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
の
目
的
は
、

島
民
の
方
々
の
防
災
意
識
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す

る
こ
と
で
す
。
何
故
防
災
意

対
し
て
備
え
て
い
く
か
が
重

要
だ
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

三
宅
島
に
通
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
た
当
時
か
ら
三
宅

島
の
方
は
災
害
に
対
す
る
意

識
が
非
常
に
高
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
防
災
意
識
に
つ

い
て
何
か
コ
ツ
か
あ
る
の

か
、と
い
う
質
問
を
し
て
も
、

皆
様
あ
ま
り
自
覚
が
な
く
、

普
通
の
こ
と
だ
か
ら
、
と
い

う
お
話
し
か
い
た
だ
け
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
そ
ら
く
離
島

で
天
候
が
悪
け
れ
ば
物
流
が

途
絶
え
て
し
ま
う
環
境
に
あ

る
と
、
何
よ
り
火
山
と
の
共

生
し
て
い
る
島
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
災
害
に
対
す
る

心
構
え
や
対
策
な
ど
に
つ
い

て
、
親
か
ら
子
へ
と
伝
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
お
話
を

お
聞
き
し
て
、
防
災
意
識
を

高
く
も
ち
、
そ
れ
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
必
要
か
、
に
つ
い

て
考
え
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
本
当
に

大
き
な
災
害
で
し
た
。
そ
の

中
で
岩
手
県
釜
石
市
の
中
学

生
が
先
頭
に
立
っ
て
高
台
へ

の
避
難
し
た
お
か
げ
で
多
く

の
方
が
避
難
で
き
た
、
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。「
釜

石
の
軌
跡
」
と
言
わ
れ
る
も

の
で
す
。
防
災
教
育
を
強
化

し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
う
し

た
避
難
行
動
に
つ
な
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
毎
年
の
よ
う
に
大

き
な
災
害
が
あ
り
、
人
々
の

意
識
は
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し

た
。
行
政
の
避
難
指
示
を
う

け
て
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
個
人
で
の
備
え
や
避
難

の
判
断
も
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
い
う
印
象

で
す
。
三
宅
島
の
方
々
の
高

い
防
災
意
識
の
背
景
に
は
何

が
あ
る
の
か
、
に
つ
い
て
お

話
を
お
聞
き
し
、
医
療
専
門

職
を
目
指
し
て
学
ん
で
い
る

大
学
生
の
防
災
教
育
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
検
討
中
な
の
で
す

が
、
夏
休
み
に
大
学
生
を
連

れ
て
三
宅
島
に
行
き
、
島
の

方
と
の
交
流
会
を
企
画
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
ま
た
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

背
景
に
火
山
と
の
共
生

夏
休
み
に
は
学
生
と

及
川
先
生
が
語
る
島
民
の
防
災
意
識

 岩手県出身。赤十字の

看護専門学校、助産師学

校を経て、13 年ほど助産

師として病院に勤務。そ

の後、いくつかの大学で

の教育経験を経て、現在

は目白大学看護学部に勤

務しています。趣味はス

ポーツ観戦。特に野球が

好きです。

識

な

の

か
、
と
い

う
こ
と
で

す
が
、
最

近
は
大
き

な
自
然
災

害

が

多

く
、
い
か

に
災
害
に

島
を
訪
れ
た
及
川
先
生
（
左
）
と
学
生
さ
ん

　以前、島で健康診断を開催をしてくださっていた看護師の及川先生が、

島民の防災意識を調査するために来島された。「島民の防災意識の高さを感

じた」という及川先生に、調査を通じ感じたことなどを寄稿していただいた。 災
害
へ
の
備
え
が
当
た
り
前
に

プロフィール
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三
宅
島
新
報
の
発
行
も
69

号
と
な
っ
た
。
次
号
で
70
号

と
な
る
。

　

心
よ
り
神
奈
川
県
の
私
立

向
上
高
校
新
聞
委
員
会
の
卒

業
生
が
つ
く
る
「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
」

の
皆
さ
ま
と
指
導
し
て
頂
い

て
い
る
先
生
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
新

聞
を
三
宅
島
１
６
４
２
軒
全

世
帯
（
３
月
１
日
現
在
）
に

配
布
し
て
い
る
三
宅
村
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ま
、
郵
送
な
ど
支
え
て
頂
い

て
い
る
事
務
局
の
皆
さ
ま

と
、
な
に
よ
り
も
ご
寄
付
を

欠
か
さ
な
い
支
援
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
れ
ば

こ
そ
の
活
動
の
成
果
で
す
。

　

さ
ら
に
今
号
の
２
面
に
寄

稿
さ
れ
て
い
る
及
川
先
生
な

ど
10
年
を
超
え
る
三
宅
島
支

り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
」
被

災
者
の
三
宅
島
全
島
避
難
と

同
じ
辛
い
状
況
に
あ
る
皆
さ

ま
と
の
連
携
な
ど
18
年
間
の

足
取
り
が
こ
の
「
三
宅
島
新

報
」
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

「
継
続
は
力
な
り
」
で
、

今
回
の
毎
日
新
聞
の
記
事
な

ど
日
本
だ
け
で
な
く
、
韓
国

テ
レ
ビ
特
集
、
ド
イ
ツ
の
新

聞
、
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
記
者

な
ど
に
取
材
さ
れ
、
何
度
も

「
三
宅
島
新
報
」
や
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
イ
ジ
の
発
信

に
よ
り
三
宅
島
噴
火
災
害
の

現
状
を
発
信
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
噴
火
、
地
震
、

大
分
県
中
津
市
の
山
崩
れ
な

ど
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

ま
た
発
生
か
ら
２
年
も
た
つ

熊
本
地
震
で
仮
設
住
宅
や
行

政
の
賃
借
住
宅
で
仮
暮
し
の

被
災
者
は
、
３
月
末
時
点
で

約
３
万
８
千
人
上
が
る
と
報

じ
て
い
る
。
住
宅
整
備
が
遅

れ
て
い
る
の
だ
。

　

最
近
読
ん
だ
「
震
美
術
論
」

株
式
会
社
美
術
出
版
社
発
行

は
衝
撃
的
だ
。
美
術
論
は
難

解
だ
が
日
本
列
島
は
「
悪
い

場
所
」
で
あ
り
自
然
災
害
に

よ
る
破
壊
と
復
興
、
そ
し
て

反
復
と
忘
却
を
繰
り
返
し
て

い
る
。

　

こ
れ
だ
け
繰
り
返
し
て
い

る
自
然
災
害
は
、
他
国
の
よ

う
に
哲
学
と
か
美
術
、
社
会

構
造
に
重
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
の
か
と
の
問
題
提
起

で
あ
る
。
日
本
で
は
、
忘
却

即
ち
忘
れ
よ
う
と
す
る
意
志

が
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
指
摘
だ
。
そ
れ
が
原

発
安
全
神
話
を
創
り
出
し
て

い
る
な
ど
な
ど
は
、
三
宅

島
の
20
年
に
一
度
の
昭
和

期
の
噴
火
災
害
に
も
当
て
は

ま
り
、
国
の
制
度
的
制
限
に

甘
ん
じ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
疑
問
が
わ
く
。
例
え

ば
１
９
８
３
年
（
昭
和
58

年
）
の
阿
古
地
区
の
大
量
の

溶
岩
流
に
よ
っ
て
埋
も
れ
た

４
０
０
棟
の
住
宅
や
山
林
耕

地
。
目
の
前
の
所
有
地
の
溶

岩
流
は
、
植
木
鉢
等
に
す
れ

ば
高
く
商
品
と
し
て
利
用
で

き
る
。
し
か
し
規
制
さ
れ
て

手
が
付
け
ら
れ
ず
眺
め
て
い

る
以
外
に
な
い
。

　

今
回
の
２
０
０
０
年
噴
火

で
は
、
４
年
半
も
帰
島
で
き

ず
、
更
に
高
濃
度
地
区
と
し

て
居
住
制
限
さ
れ
地
域
が
崩

壊
し
て
し
ま
い
立
ち
直
る
こ

と
が
出
来
ず
、
空
白
地
域
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
被
災
者
島
民
に
対
峙
し

た
専
門
家
集
団
と
行
政
が
手

を
組
み
、
島
民
体
験
と
要
求

を
無
視
し
た
結
果
で
あ
る
。

規
制
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
支

援
策
や
制
度
保
証
は
な
く

「
自
己
責
任
」
で
帰
島
し
た
。

２
０
０
０
年
ひ
く
１
９
８
３

年

は
、

17

年

だ
。

今

や

２
０
０
０
年
か
ら
18
年
に
突

入
し
た
。

　

本
書
で
は
、
あ
ま
り
に
も

被
害
が
甚
大
で
、
心
に
も
傷

を
負
い
「
忘
却
」
を
選
ん
で

は
い
な
い
か
、
災
害
が
起
き

た
ら
「
悪
い
場
所
」
だ
か
ら
、

次
に
必
ず
発
生
す
る
。
災
害

に
備
え
る
事
前
災
害
対
策
と

心
の
準
備
が
無
く
て
は
な
ら

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

最
近
は
、
何
で
も
想
定
外

と
し
て
責
任
の
回
避
が
横
行

し
て
い
る
。
ご
用
心
！
ご
用

心
！　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
）

　

三
宅
島
新
報
も
次
号
で
70
号
と
な
る
。
支
援
者
の
支
え
や
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
の
福

島
原
発
事
故
の
被
災
さ
れ
た
皆
様
と
の
連
携
に
よ
り
こ
こ
ま
で
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
間

様
々
な
災
害
の
検
証
を
す
る
中
で
、
頻
発
す
る
噴
火
や
地
震
に
対
す
る
防
災
対
策
と
心
の
準
備
が
必
要

な
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
２
０
０
０
年
噴
火
か
ら
18
年
を
迎
え
、
次
の
噴
火
も
予
測
さ
れ
る
中
、
島

で
も
も
う
一
度
事
前
の
対
策
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

日本各地で頻発する自然災害

島でも次に向けた準備を
会長時評

援
者
の
支
え

や
阪
神
淡
路

大
震
災
被
災

者
の
皆
さ
ま

と
の
連
帯
・

支
援
、
東
日

本
大
震
災
の

福
島
の
原
発

帰

還

困

難

区
域
の
「
帰

日
本
の
安
全
神
話
は

平成 25 年、多くの支援

者が参加した「新年の

つどい」。その繋がりが

活動を支えてきた

責
任
回
避
に
ご
用
心
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三
宅
島
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
た
。
５
月
は
新
緑
と
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、

６
月
は
メ
ガ
ネ
岩
ダ
イ
ビ
ン
グ
解
禁
、
７
月
に
は
牛
頭
天
王
祭
や
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
が
開

催
さ
れ
る
。
日
本
最
大
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
た
。
楽
し
み
方

が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
三
宅
の
夏
に
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

先
ず
は
、
三
宅
島
交
通
案

内
か
ら
。

○

東

海

汽

船　

J
R

浜

松

町
下
車
で
竹
芝
桟
橋
発　

2
2
;
3
0

発(

念
の
た
め
☎
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を)

到
着
・
朝
５
時
ご
ろ
夏
は

朝
日
が
昇
る
前
後
で
美
し

い
。
☎
予
約　

0
3
-
5
4
7
2
-

9
9
9
9

○
新
中
央
航
空

調
布
飛
行
場
か
ら
午
前
２

便
、
午
後
１
便
が
あ
る
。
40

分
ほ
ど
で
到
着
す
る
。
欠
航

も
ほ
と
ん
ど
な
く
便
利
に

な
っ
た
。

☎0
4
2
2
-
3
1
-
4
1
9
1

で
予

約
を
。

　

そ
れ
ぞ
れ
夏
の
季
節
は
、

時
間
や
料
金
も
変
わ
る
の
で

ご
注
意
を
。

ご寄付者名

編
集
後
記

　

三
宅
島
の
新
入
生
の
み
な

さ
ん
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
学
校
生
活
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

「
三
宅
島
新
報
」
は
次
号

で
70
号
を
迎
え
ま
す
。
私
が

か
か
わ
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
の
は
ま
だ
10
号
程
で
す

が
、
今
後
も
編
集
作
業
に
参

加
す
る
こ
と
で
今
ま
で
関

わ
っ
て
き
た
先
輩
た
ち
の
思

い
や
技
術
を
受
け
継
い
で
い

き
た
い
で
す
。

 
 
 
 
 
 

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

５
月
は
、
バ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
野
鳥

の
楽
園
だ
。
大
路
池
を
中
心

に
観
察
会
が
開
か
れ
る
。
ア

カ
コ
ッ
コ
館
・
野
鳥
の
会
企

画
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
日
程
が
多
く
組
ま
れ
て
い

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話

な
ど
で
確
認
し
て
参
加
を
。

☎0
4
9
9
4
-
6
-
0
4
1
0

　

三

宅
島
三
宅
村
阿
古4

1
8
8

　

　

６
月
に
な
る
と
、
い
よ
い

よ
海
が
呼
ん
で
い
る
。
メ
ガ

ネ
岩
ダ
イ
ビ
ン
グ
解
禁
と
な

る
。
三
宅
村
観
光
協
会
に
問

合
せ
る
と
よ
い
。
サ
ン
ゴ
の

群
生
や
熱
帯
魚
の
魚
類
ま
た

イ
ル
カ
と
一
緒
に
泳
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
案
内
の
船
や
注

意
事
項
、
訓
練
な
ど
の
機
会

も
あ
り
挑
戦
し
て
み
て
は
。

　

民
宿
で
は
釣
舟
、
磯
釣
り

ガ
イ
ド
案
内
も
観
光
協
会
と

共
に
行
っ
て
い
る
。

観
光
協
会
☎0

4
9
9
4
-
5
-

1
4
1
8

　

阿
古6

7
2
-
3

○
牛
頭
天
王
祭　

神
着
地
区

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。
７

月
の
第
３
土
日
、
神
輿
が
神

着
地
区
を
練
り
歩
く
。

○
三
宅
村
商
工
会
主
催
の
三

宅
島
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
21

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
島
を
あ
げ

て
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る(

写

真)

。
例
年
花
火
も
上
が
り

島
外
か
ら
も
友
好
参
加
も
あ

り
、
舞
台
は
一
日
中
、
熱
気

で
盛
り
上
が
る
。
７
月
28
日

（
土
）
、
29
日
（
日
）
の
予
定
。

○
三
宅
島
の
新
名
所
と
し
て

大
路
池
を
見
下
ろ
す
展
望
台

が
出
来
た
。

○
日
本
最
大
級
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
施
設
が
で
き
２
月
１
０

日
に
は
、
「
三
宅
島
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
大
会
２
０
１
８
」
が

開
催
さ
れ
、
島
内
外
か
ら
49

人
が
参
加
し
た
。
会
場
は
坪

田
地
区
の
旧
体
育
館
で
、
島

民
の
要
請
で
造
ら
れ
日
常
的

に
島
民
が
参
加
し
、
復
興
の

成
功
例
と
な
っ
た
。

夏最大のイベント　三宅島マリンスコーレ 21 フェステバル (商工会主催）

光安千久子様、佐藤宗ノ子様、

佐藤就之様、吉田信行様、吉

野文雄様、菊池千春様、吉島

輝雄様、板倉美紀子様（平成

29 年 11 月７日～平成 30 年

３月４日）

　皆さまのご協力に深く感謝

申し上げます。

【ご寄付受付先】

郵便振替口座

口座番号；00120-3-545036

口座名称；三宅島ふるさと

　　　　　再生ネットワーク

５
月
の
イ
ベ
ン
ト

６
月
の
イ
ベ
ン
ト

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

三宅島のイベント紹介

楽しみ方 盛りだくさんに


